


　デイケアスペースに並ぶ、４台のフィットネス
マシン。近年増えつつある、利用者様・家族様
双方からの「もっと運動をしたい（させてほし
い）」というご要望にお応えして導入しました。
　これらのマシンを使ったリハビリの結果「坂
道でもしんどくなくなった」「長く散歩できるよ
うになった」という声があがっています。

デイケアがある暮らし特 集

　マット上でのリハビリは、筋肉をほぐすマッサージ
や関節の可動域を広げるストレッチなど、軽めの
内容が中心。
　理学療法士・作業療法士が、利用者様の状態
を見ながら、食事や入浴などの日常生活動作
（ADL）をスムーズに行うためのリハビリを実施し
ています。

清水 真梨子
大今里ケアホーム・
介護主任

　一人ひとりの利用者様に合わせた「個
別リハビリ」を実施する上では、家族様と
の連携が重要です。利用者様のプライ
ベートに関する詳細な情報は、効果的な
リハビリや信頼関係の構築に不可欠だか
らです。
　その結果、リハビリや入浴を拒否をされ
ていた方が心を開き、楽しく過ごしてくだ
さるようになった時が一番うれしいですね。

一番うれしいのは利用者様が
心を開いてくださった時

Voice

今回のテーマは「デイケアのある暮らし」。「通所リハビリテーション」とも呼ばれるデイケアには、
どのような方々が集い、どのように過ごされているのかご存じですか。
利用者様をサポートしている介護・リハビリ職員の働き方や思いなどとともに、デイケアの日常を

ご紹介します。

デイケアでリハビリを希望される方の幅は
今後、より広がっていくと予想しています
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　デイケアの一番の目的は、日常生活に必要な身体
機能の維持・向上をめざす「生活リハビリ」です。
リハビリは理学療法士や作業療法士と行い、食事や
入浴、さまざまなレクリエーションは介護士とともに
行います。
　デイケアに通えばリハビリができるだけでなく、生
活の中にメリハリが生まれます。とはいえ、無理せず
利用者様のペースを守ることも、「継続」して通うた
めには大切なポイントです。

デイケアの目的は「生活リハビリ」

　近年、介護状態になることを防ぐ「介護予防」の考
えが利用者様・家族様に浸透しており、早い段階か
らリハビリを希望される方が増えています。
　今後その傾向は進み、より軽度の方から重度の方
まで、デイケアを利用される方の幅は広がるでしょう。
デイケア施設においては、リハビリ・介護職員だけで
なく、介護補助者や介護機器などの力も借りた体制
の強化に注力していくことが、ますます求められてくる
と考えています。

ニーズの変遷に対応できる体制を

清水 真梨子
大今里ケアホーム・介護主任

ネットで簡単に情報が得られる今、「利用者様
も家族様もリハビリについて詳しくなられて
います」と清水さん。「それもニーズの多様化に
つながっていると感じるので、我 も々学び続けて
いきます」。
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特集　ディケアがある暮らし

　例えば、腰の悪い方は仰向けに寝ると腰に痛
みを感じる場合があります。そうした際には、座っ
た姿勢でマッサージを受けていただくなど、利
用者様の状態に合わせてリハビリを行います。
　この日は、歩行器での訓練も実施。リハビリ
職員が転倒防止のため寄り添いながら、ご自身
のペースで歩いていただきました。

　「生活リハビリ」が目的のデイケアでは、基本的
に理学療法士・作業療法士がご自宅を拝見し、
階段の高さや家屋内の手すりの有無など、普段
の生活環境を細かく把握する「家屋評価」を行
います。
　その上で、その方に本当に必要な日常生活動
作（ADL）のためのリハビリを実施しています。

前山 裕子
大阪城ケアホーム・
介護主任

　利用者様と家族様に「ここに通ってよ
かった」と感じていただけるデイケアで
ありたいと思っています。そのためには、
利用者様が「本人らしく」過ごせる場で
あることが欠かせません。
　一人ひとりの利用者様の思いを「傾
聴」によって丁寧にお伺いすることで、皆
さんにとって快適なデイケアになるよう
日々、努めています。

本人らしく過ごしてもらえるよう
「傾聴」に努めています

Voice
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　デイケアでは、食事も大切な時間です。月に
１回、イベント的な昼食をご用意しており、こ
の日は天ぷらの面前調理。次々と揚げられ
る、出来立ての天ぷらをお召し上がりただき
ました。
　食事イベントは外食気分を味わえる上に、
香りや音など五感でも楽しめるため食欲増進
につながります。今回も、いつもは少食の方が
おかわりをされていました。

　気候が良ければ、近所の公園や施設内の花
壇を見ながら散歩をすることも。
　園芸に詳しい利用者様から「もっとこうした方
が」と草花に関するアドバイスを頂くこともあり、
そうしたやり取りが、散歩の時間をより楽しくして
くれています。

馬場 須也子
大今里ケアホーム・
介護福祉士

　利用者様には、できるだけ「楽しく」過
ごしてもらいたいと常に考えています。そ
のためには、まず介護職員の私たちが率
先して明るく接し、楽しい雰囲気をつくっ
ていくことが肝心です。
　以前「いつもほがらかやねえ」と利用者
様に言っていただけた時は、うれしさとと
もに、私たちが笑顔で働くことの大切さを
改めて感じました。

まずは、私たちから率先して
笑顔で接しています

Voice
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特集　ディケアがある暮らし

和田 大地
医療法人浩治会
（大宮ケアホーム光）

SDGsの目標達成に向けた取り組みの「成果報告」
　これまで、さまざまな福祉問題・社会問題と向き合ってきた医療法人浩治会の事業内容は、SDGs
の目標との親和性が高いことから、2030年までのSDGsの目標達成に向け、いくつかの取り組みを
開始しました。その結果、2024年度は以下のような成果となりましたのでご報告いたします。
　なお、2025年度の成果報告は次号『Delight』に掲載させていただきます。

2024年５月より、当法人の施設に募金型自動販売機を設置。
飲料を１本ご購入いただくごとに、価格の10%が「特定非営利
活動法人 国際連合世界食糧計画WFP協会」、または「日本国際
飢餓対策機構」に寄付される仕組みになっています。

2024年６月より、当法人の施設にペットボトルキャップの回収箱
を設置。ここで回収されたペットボトルキャップは「NPO法人世界
の子どもにワクチンを日本委員会（JCV）」に寄付され、集めら
れたキャップはJCVによってリサイクル資源として売却されます。
　その売却益で開発途上国の子どもたちにワクチンを届け、子ども
たちの未来を守る活動「子どもワクチン支援」につなげています。

　『Delight』Vol.3をご覧いただき、ありがとうございます。編集後記を担当いたします、大宮ケアホーム光
の編集担当・和田と申します。今回は「デイケア」特集とのことで、当法人の２施設に取材させていた
だきました。
　同じデイケアですが、それぞれに創意工夫や職員さんの熱意が多く見受けられ、私自身とても刺激を
受け勉強になりました。何より、利用者様も笑顔で過ごされており、取材時もにぎやかな会話で盛り上げて
いただき、とても楽しく取材させていただきました。ありがとうございました。

食品ロスの削減を目的に、当法人内で余った飲料水を「パルコー
プこども食堂フードバンク」に無償譲渡する取り組みです。

■   編集後記

INFORMATION from 浩治会

募金型自動販売機の設置

ペットボトルキャップでのワクチン支援

フードドライブ
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　カラオケも人気のレクリエーションであり、心身
に良い刺激を与えてくれています。
　歌うことで口の周りや喉の筋肉が鍛えられ、
嚥下機能の向上につながるほか、画面の歌詞
を読みながら歌うことで脳に刺激が加わるため、
認知症予防効果も期待できるのです。

大森 真紀
大阪城ケアホーム・
介護福祉士

　お帰りの際には「次もお待ちしていま
すね」とお声がけしています。特に、デイ
ケアに慣れていない利用者様に「また
来てもいいんだ」と安心していただきた
いからです。
　言葉だけでなく、普段から気持ちをく
み取りながらサポートすることで、利用者
様にとっての「安心空間」でありたいと
思っています。

利用者様にとっての
「安心空間」であるために

Voice

合計寄付額 260,343円

合計飲料水 1,272本（550ml）

合計ペットボトルキャップ数 21,200個（ポリオワクチン13人分）
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　レクリエーションも利用者様のお楽しみ
の時間。創作レクリエーションでは、ハロ
ウィンに向けたカボチャのランタンづくりに
挑戦です。見本を確認しながら指先を使
い、次の工程を考えて進めていく、そのす
べてがリハビリになっています。
　また、全員で協力
してつくっているた
め、達成感や喜びを
共有できる機会にも
なっています。

春には花紙で
ミャクミャク像を制作




